
 

  ＜校長挨拶＞ 令和７年度「墨東の教育」を開始します！      

４月１日付で校長に着任しました、西岡 陽子（にしおか 

ようこ）と申します。３月末まで、東京都教育委員会の事務

局である、東京都教育庁指導部主任指導主事として、本年３

月に策定した「東京都特別支援教育推進計画（第二期）第三

次実施計画」に携わってきました。東京都全体の特別支援教

育の理念や方向性を踏まえながら、前任の田村康二朗校長

の後を継ぎ、墨東の学びを精一杯支えてまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

本校は昭和 62 年度、江東地区待望の肢体不自由養護学

校として開校しました。その後、都の特別支援教育推進計画

に基づき、肢・病2部門併置型の学校として組織改編し、

今年度で９年目となります。本校の特徴として、「本校舎に

通学しての教育」「御自宅や入院中の病院に教員が出向いて

行う訪問教育」「2つの分教室内で行う教育」という様々な

教育手段が挙げられます。それぞれの場で、特別な支援を必

要とする墨東生の学びを深め、豊かな人間性を育んでゆく

ことが本校の使命です。卒業後も墨東で学んだことを誇り

に思ってもらえるような「母校」となるよう、チーム墨東の

教職員が一丸となって力を尽くしてまいります。 

どうぞよろしくお願いします。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 本校の教育部門について：「Ｓ部門」「Ｂ部門」           

本校は、＜視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・知的障害・

病弱＞の５障害等のいずれかを有する子供の特別な教育ニ

ーズに応じた専門教育を行う「特別支援学校」として法に定

められた小・中学校・高等学校に準ずる学校です。本校では、

障害があると認められた児童・生徒に対し、敢えて「肢体不

自由」や「病弱」と繰り返し示す必要はないとの考えから、

校内や保護者向けの文書等では、教育部門を以下のような

「略称」で示しています。 

略 称（右は一部併称の場合） 公 式 名 称 

Ｓ 部 門 Ｓ（肢）部門 肢体不自由教育部門 

Ｂ 部 門 Ｂ（病）部門 病弱教育部門 

 また、訪問教育を行う「つばさ学級」は、S部門（在宅訪

問）、B部門（病院訪問）双方にまたがることから、今後は

それぞれの名称を「在宅訪問つばさ学級」「病院訪問つばさ

学級」と整理していきます。 

表記例：「Ｓ小」＝肢体不自由教育部門小学部、「Ｓ在訪つ

ばさ」＝肢体不自由教育部門在宅訪問つばさ学級、「Ｓかも

め分教室」＝肢体不自由教育部門かもめ分教室、「Ｂ病訪つ

ばさ」＝病弱教育部門病院訪問つばさ学級、「Ｂいるか分教

室」＝病弱教育部門いるか分教室 

 令和７年度  校長・副校長・室長体制の御紹介！      

西岡 陽子 校長＜本校１年目＞ 

⇒学校経営の総指揮 

吉田 朋之 副校長＜本校４年目＞  

⇒病弱教育部門病院訪問つばさ学級 

病弱教育部門いるか分教室 

  肢体不自由教育部門かもめ分教室 

肢体不自由教育部門在宅訪問つばさ学級 

 今年度は病弱教育部門（B 部門）を中心に肢体不自由教

育部門（S部門）の業務も担います。引き続き医療的ケアも

担当いたします。墨東生が一体感をもてるよう、様々な教育

活動に尽力してまいります。よろしくお願いいたします。 

大橋 智(さとる) 副校長 ＜本校２年目＞ 

⇒肢体不自由教育部門中学部・高等部 

今年度は新たに「インクルーシブな学び」プログラム事業

を取り入れ、児童・生徒が学校段階から卒業後を見据え、社

会における多様な学習活動に触れる機会とし、健全育成と

自己肯定感の醸成、生涯教育の推進を図ってまいります。 

藤井 夢（ゆめ） 副校長＜高島特支から：本校１年目＞ 

⇒肢体不自由教育部門小学部 

4月1日付で着任いたしました。肢・病の伝統校として

専門性の高い墨東特支に着任できたことをうれしく思いま

す。よりよい子供たちの教育環境を提供するために、頑張り

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

小綿 謙輔 経営企画室長 ＜本校２年目＞ 

⇒施設を含む学校管理運営に関する事務全般  

※教職員の指導体制は後日文書でお知らせします。 

祝進級：各学びの場で始業式を行いました！  

４月７日、新学年に進級した墨東本校生が体育館に会し、

始業式を行いました。分教室や訪問学級の場においても、そ

れぞれに応じた形態で始業式を行いました。 

皆さん、進級おめでとうございます。  
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祝入学：おめでとう！新１年生が小学部に入学！     

義務教育開始の節目である小学部入学の時を迎えます。 

おめでとうございます。3 月までの就学相談を経て、義

務教育の開始期である４月１日から本校に学籍を設けてい

ます。４月８日の入学式では、都教育委員会から届いた「墨

東特別支援学校小学部第１学年新入生名簿」を読み上げ、入

学生お一人お一人を確認した上で、入学生に向けた校長式

辞と来賓代表の PTA 会長から中学部と併せて御祝辞をい

ただきます。  

 祝入学、栄えある中学１年生に「中学進学」を祝します！    

義務教育の第２段階のスタートラインに到達します。 

おめでとうございます。４月１日付で中学部生徒として

の学籍を新たに編纂しました。４月８日の入学式では都教

育委員会から届いた「墨東特別支援学校中学部第１学年新

入生名簿」を読み上げて、栄えある入学生を確認し、参列者

全員で祝意を伝えます。 

 高等部生活スタート！祝福＆期待＆激励：高等部入学！      

高校や高等部教育を希望するには、義務教育を修め終え

ていることが必要です。「義務教育後も更にもっと学びたい」

との意欲ある若者が、応募資格を満たし保護者の同意を得

たうえで、指定様式の文書で願い出ること（出願）で挑戦で

きる仕組みです。 

入学許可予定者発表日に、本校掲示板に御自身の出願番

号を見出した方が手続きを終えると「入学許可予定者」とな

ります。４月９日の高等部入学式の中で、代表教員が読み上

げた「入学許可予定者名簿」に記された全入学許可予定者に

対し、校長が「入学許可」を宣言することで、その瞬間から

入学許可者（新1年生）となり、4月９日付で学籍を編纂

します。本手続きは学校教育法施行規則第九十条「高等学校

の入学は（中略）校長が許可する。」を法的根拠として行う

ものです。特別支援学校は準用規定により高校と全く同じ

方法となります。 

学校教育はゴールではなく手段です。卒業後の豊かで安

心した生活を実現するための意欲と知恵と勇気と健康を得

る方法を身に付ける「学びの場」です。実りある学校生活と

なるように全教職員力を尽くしてまいります。 

高等部生活のスタート、おめでとうございます。 

 祝入学： 各分教室、在宅・病院訪問学級への入学！   

墨東特別支援学校には、本校での教育と共に、Ｓ部門には

「在宅訪問つばさ学級」や「かもめ分教室（東部療育センタ

ー内）」での教育、Ｂ部門には「いるか分教室」（病院内設

置）や入院先の各病院を教員が訪ねて授業する「病院訪問つ

ばさ学級」での教育があり、入学生がいる場合は、それぞれ

の場に即して入学生の節目となるセレモニーを行います。 

学びの場として「表情を見合う」ことを大切にしていきます    

 本校では、基本的にはマスク不要を原則としています。相

手の気持ちを読み取ったり表情で伝えたりするコミュニケ

ーション能力を最も獲得すべき大事な学齢期に、マスク越

しでの関係が続くことによる「獲得機会の損失」を避けるこ

とが大きな理由です。 

 給食指導などの場面では、表情を交え会話をしながら楽

しい雰囲気で食事を摂る喜びを味わってほしいと考えてい

ます。さらに、摂食時に、先生の口唇の動きを実感したり、

楽しげな表情から食べることを前向きに捉えられるように

なることも期待できます。 

 とはいえ、新たに感染急拡大となった場合は、原則によら

ず感染防止対策を優先させることもあります。その際は改

めてお知らせいたします。本原則について対応について御

理解いただいた上で、特段の御配慮が必要な場合は、遠慮な

く担任に御相談ください。 

＜説明＞ Ｓ（肢）部門の「学習グループ編成」の考え方          

肢体不自由特別支援学校には、身体障害の状態や知的発

達の状態、持病の有無等も含め、個々に実態の大きく異なる

児童・生徒が多数在籍しています。本校も同様です。 

文部科学省が公立学校の教育方法・内容を定めた「特別支

援学校学習指導要領」では、肢体不自由児も含め知的障害を

伴う児童・生徒については、通常の小・中・高校とは異なり、

学年別ではなく段階別の構成にしています(例えば、小学校

では２年生で九九を学びますが、知的障害を伴う教育では、

小２とは限らず中学・高等部で学ぶこともあるなど、学年別

に分けて学習内容を示していません)。学校生活は、在籍学

級が基盤となりますが、授業では、所属の学年・学級とは異

なる「学習グループ」を編成して学び易くしています。 

この編成は教育のプロである教員が学習指導要領と学校

の教育課程に基づき、慎重に検討しながら決定しています。 

編成に当たっては、直近の「認知発達面・運動機能発達面・

対人関係を含む心理発達面」及びグループ人数と学習環境

との兼ね合いも含めて総合的に勘案し、学年末に毎回見直

しを行い、進級時に新編成をお伝えするようにしています。 

 ＜予告＞ ４/18(金)10 時～体育館で全校保護者会！   

 前半の全体会では、今年度の学校教育活動の重点や変更

点などについて、保護者の皆様に御説明いたします。後半は

学部別→学年別の保護者会で構成します。ぜひ御参加くだ

さい。（別途、改めて御案内します。）  

＜予告＞ 円滑な教育開始に向けて小１保護者への諸説明  

 小 1保護者の方には、10日（木）に、学校生活スタート

のガイダンスとなる種々の説明を行う新小 1 保護者会を開

催します。（別途御案内します）  校長 西岡 陽子 


